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　｢憲法ひろば｣は９月22日、あくろすホールで第75回例会。今年も｢合宿｣の代わりに｢ロングラン例会｣として実施し36人が参加しました。司会（左写真）とレポートを石川康子世話人が担当しました。（編集部）





ロングラン例会ももう四回を数える今年は、六月の「みんなのまつりin たづくり」で協力して頂いた「グループ・アステル」（右上写真）と「放射能から子どもの未来を守る調布の会」（右中下写真）の皆さんに再登場をお願いし、三六人の参加者の三分の一強が子育て世代という、「憲法ひろば」としては異例の若々しい集まりとなった。　　　　　　　　　　　


 この不安いつ


 まで続くの？


「アステル」の寸劇は、放射能の脅威の前に神経をすり減らす母親たちの日常を、二宮陽子さんを中心にメンバーの体験や見聞を持ち寄って構成、主役の二宮さん他清水智子、林飛鳥、大塚優子、石田英理香さんが熱演した。政府の不可解な政策に振り回され、友人たちとの温度差、仕事に呑まれて問題と向き合おうとしない夫との齟齬に悩む母親の姿がリアルに、しかもユーモラスに描き出されて、大きな拍手を浴びた。


 学校給食に悩み


「放射能から子どもの未来を守る調布の会」の展示について話した増野由美子さんは、原発事故が伝えられるとすぐ夫から「ヨード剤を買っておけ」という電話があって、初めは戸惑ったという。事態が飲み込めてきてすぐにＭＬでよびかけ、五月に一四人で学習会を始める。市内の空間線量測定会を開いたり、外注で給食食材の汚染度測定をしたり、八月には市へ、子どもの弁当持参を認めること、給食からの被曝ゼロをめざすことなどを求める要望書、十一月には市議会へ給食食材の測定器購入などを求める陳情書を出した。給食の茸類からセシウムが検出されれば、申し入れて使用中止させた。牛乳は測定値が公表されないので、子どもに飲ませない人もいるが、子どもへのストレスは大きい。


 調布の現状


　調布市では昨年六月に空間線量測定器を購入して、主に学校や保育園や公園など子どものための公共施設一〇ヵ所について毎週一回測定を始めた。部分的に除染が必要なほど線量が高い所もあった。現在は毎月一度測定。測定器の貸出しも行っている。


 できることを


 するしかない


　みんな悩みながら子どもに給食をやめさせることはできないという。その分家庭での食事に気をつける。増野さんは十歳の息子にプールは禁じているが、体育のある日が来ると泣いているのをみるのが辛い。他の子から「お前は長生きするよな」といわれたという。事故後出産したＡさんは赤ちゃんと避難したが、家族離れ離れの生活に耐え切れず、調布へ戻った。十歳のお子さんのある井上朋美さんは給食の牛乳だけは飲ませないが、まわりの人たちが余りにも無知なのが気がかりだという。今は分子生物学の発達で放射能の影響はかなり分かってきているし、ビキニやチェルノブイリで実例もあるのだからきちんと対処すべき、と山田隆さん。


前向きに生きよう


　会場から田邉浩子さんが、こんな国にしてしまった大人として若い人にお詫びしたいが、広島の被爆者である夫の俊三郎さんが八七歳でもいつも前向きで、やりたいことがたくさんあるので救われると話した。市議の武藤千里さんは、市民の働きかけがあったから議会で動けた、これからもどんどん声を上げて欲しいと発言。いま脱原発運動の先頭に立っている武藤類子さんの高校の後輩という鈴木麻里さんは、武藤さんからの伝言として福島原発告訴団への参加を呼びかけた。伊東誠さん、古川博資さん、鵜澤希伊子さん、丸山重威さんからも、この現状を踏まえそれをどう乗り越えていくかが熱く語られた。 　（石川康子・記）











